
事務事業評価シート（二次評価）の見方（１／２）

❷

❸

❹

●

基本情報

・事務事業名（中事業）
評価の対象としている事務事業の名称

・予算事業名（大事業）

当該事務事業が属する予算事業の名称

・予算科目

予算の款、項、目と大事業、中事業のコード

・会計区分

一般会計または特別会計の名称

・事業期間

当該事務事業を開始した年度及び終了する（した）年度

・新規・継続区分

令和５年度から開始した事業は「新規」、その他は「継続」

・事業区分

当該事務事業に該当する以下の事業区分の名称
①ソフト事業、②施設の建設、③施設の整備、
④経常的事務事業、⑤施設の管理運営、⑥内部管理事務

・費用区分

当該事務事業に投じられた財源の内訳

・部名、課名、課長名

当該事務事業を所管する所属及び所属長

１ 位置づけ等 （前半）

・総合計画
第四次川越市総合計画（後期計画）上での位置づけ

・個別計画名

上記以外の個別計画で位置づけられている場合、その名称

・根拠法令条項、条例、要綱名等

事業実施の根拠となる法令、条例、要綱等の名称

・補助金、交付金要綱名等

補助金、交付金等の根拠となる要綱等の名称

※「重点事業」は未使用

２ 事業の目的と内容

・実施主体
当該事務事業の実施主体

・対象（誰・何を対象に）、事業目的、事業の内容

当該事務事業が、どのような目的で、誰（あるいは何）を
対象として、具体的にどのような内容で実施されるか

・事務事業の成果

当該事務事業を実施した結果もたらされる成果

・事業実施にあたっての課題

事業実施にあたっての課題

３ 指標

・成果指標
「事業目的」欄に記入した目的に対する達成度を把握するた
めの指標で、各年度の予定及び実績等を記載

・活動指標
どのような行政サービスをどれだけ提供したかを示す指標で、
各年度の予定及び実績等を記載

４ 他市との比較等

・比較参考値
他自治体での類似事業の状況等

・これまでの見直しや改善等の経緯
直近に見直した内容及び改善等の経緯

１ 位置づけ等 （後半）

・法令による実施義務、上乗せ横出し

法令による実施義務、上乗せ横出し※の有無

・関係事業

当該事務事業に関連する事務事業の名称

※法令等を根拠とする行政サービスについて、地方自治体が独自に追加の
サービスを行う（上乗せ）または対象範囲を広げるもの（横出し）

❶

※令和４年度から入力を再開したため令和３年度は未入力となっています。

❶’



事務事業評価シート（二次評価）の見方（２／２）

❻

❼

５ 実施にかかるコスト

• 一会計期間における行政サービスの提供に要した人件費及び
事業費とそれを賄うために要した財源の内訳

• 令和５年度までは決算を基にしており、令和６年度は原則と
して当初予算額

７ 今後の方向性及び今後の取組み

• 上記の評価を踏まえた、当該事業の今後の方向性と令和６年
度、令和７年度の取組内容

今後の方向性の一覧

❺※令和４年度から入力を再開したため令和３年度は未入力となっています。

※事業費の節単位で丸め処理をしているため、当該事務事業の決算値と一

致しないことがあります。

６ 評価

・必要性、有効性、達成度、効率性
評価項目ごとに以下の視点で評価を行った結果（A～D）及び
事業所管課によるコメント等
①必要性：市が実施する必要がある事業か

現在の社会・経済情勢や市民ニーズなど、時代の
潮流に対して事業の実施意義が薄れていないか

②有効性：事務事業の上位目的である総合計画の施策の目的
達成に貢献しているか

③達成度：事業の成果や実績の目標に対する達成状況
④効率性：民間委託や指定管理者制度の導入は可能か

成果を下げずにコスト削減が可能か
受益者負担（補助金）割合は妥当か

・総合評価

上記の４つの評価の視点を総合して評価した結果（A～D）及
び事業所管課によるコメント等

総合評価の一覧

総合評価 説明

Ａ
計画どおり事業を進めることが適当又は一部
見直しの検討

Ｂ 事業の進め方の改善の検討

Ｃ 事業の必要性・規模・内容の定期的な見直し

Ｄ 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討

今後の
方向性

説明

継 続
現状では適切な事業の執行を行っている場合
など

改 善
目標を達成するために何らかの見直しが必要
な場合など

拡 充 市民ニーズが増大している場合など

縮 小 市民ニーズが減少している場合など

廃 止 事業の目的を達した場合など


